
（1）　　　第 90 号　　　　　　　　　　　札幌学院大学文泉会報　　　　　　　　　　　  平成 29 年 6 月 20 日

札幌文科専門学院・札幌短期大学・札幌商科大学・札幌学院大学同窓会
http://www.sgu.ac.jp/bunsen1/

第90号
発　　行 　平成 29 年 6 月 20 日

編集発行 　札幌学院大学文泉会
〒069-8555　江別市文京台 11番地
　　　　　　TEL（011）386-8111
　　　　　　FAX（011）387-0977
E-mail：dousou@ims.sgu.ac.jp

お 

も 

な 

記 

事

平成29年度代議員会の議案、平成28年度収支決算報告書、
　　　　　　　　　　　　　　平成29年度収支予算書（案）… …………………………………………………… 2〜3 
平成28年度代議員会・定期総会・支部長会議、サマーフェスティバル、新支部長紹介… ……………………………… 4
会長就任のご挨拶、第15期役員紹介…………………………………………………………………………………… 5〜6 
功労者表彰…………………………………………………………………………………………………………………… 6
卒業祝賀会、褒章・叙勲、卒業生総数、文泉会ゴルフ大会報告・ご案内…………………………………………………… 7
平成28年度支部ニュース、同期会・ゼミ会… ………………………………………………………………………… 8〜11
平成29年度 支部長会議・代議員会・定期総会・札幌支部総会
　　　　　　　　　　　　　　2017サマ－フェスティバルのご案内… …………………………………………… 12

住所変更連絡のおねがい
　会員の皆様に、お名前・ご住所・勤務先等に変更が生じた場合は、お手数でも同封のハガキ「住所・勤務先等変更連絡票」
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あいにくの天候でしたが、参加された皆さんは鶴丸学長のミニ講演会、
学内施設見学、親睦交流会と有意義な時間を過ごされました。

学園創立 70 周年記念「ホームカミングデー」
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Ⅰ
．
総
務
関
係

１
．
大
学
行
事
・
学
務
に
対
す
る
協
力

◦
卒
業
祝
賀
会　
　
　
　

3
月
18
日
㈯

　

井
上　

俊
彌
理
事
長

　

佐
藤　

政
隆
会
長

　

加
勢　

清
光
副
会
長

　

石
原　

正
博
副
会
長

　

渡
邊　

勝
義
氏　

短
24

　

佐
々
木
賢
一
氏　

商
1

　

斉
藤　
　

建
氏　

商
6

　

伊
藤　

国
昭
氏　

商
7

　

渡
辺　
　

優
氏　

商
10

　

工
藤　

敦
男
氏　

商
11

　

新
谷　
　

正
氏　

学
11

　

石
後
岡　

智
氏　

学
19

　

松
本　

友
紀
氏　

学
26

13
名
出
席

２
．
財
政
状
況

予
算
２
９
，
３
３
５
千
円
に
対
し
執

行
額
が
１
８
，
７
６
９
千
円
で
繰
越

金
は
１
０
，
５
６
６
千
円
で
あ
っ
た
。

Ⅱ
．
事
業
関
係

１
．
文
泉
会
報

《
第
89
号
》
6
月
15
日
発
行

２
．
２
０
１
６
文
泉
会
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

　

平
成
28
年
8
月
27
日
㈯

３
．
学
生
の
課
外
活
動
等
へ
の
援
助

４
．
会
員
に
対
す
る
福
利
厚
生

⑴
聴
講
料
の
援
助（
個
人
）
1
名 

20
千
円

⑵
母
校
訪
問（
学
園
創
立
70
周
年
記
念
）

　

6
月
25
日
㈯
開
催
（
参
加
者
30
名
）

⑶
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

第
33
回
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
9
月
10

日
㈯
開
催
（
参
加
者
24
名
）

⑷
会
員
の
慶
弔
と
電
報
の
送
付

５
．
大
学
・
学
生
に
対
す
る
後
援

Ⅲ
．
組
織
強
化
関
係

１
．
会
員
の
組
織
状
況

平
成
29
年
5
月
31
日
現
在
の
総
会
員

数
は
４
９
，
３
３
５
名
を
数
え
、
う

ち
確
認
会
員
数
は
２
８
，
６
３
０
名

２
．
支
部
活
動
の
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

平
成
29
年
5
月
31
日
現
在
36
支
部
、

道
内
に
28
支
部
（
職
域
支
部
1
を
含

む
）
道
外
に
は
8
支
部
が
設
置

３
．
支
部
総
会
の
開
催
状
況

４
．
同
期
会
開
催
状
況

同
期
会･

Ｏ
Ｂ
会
開
催　
　

4
件

援
助
金
（
案
内
状
等
の
通
信
費
に
相

当
す
る
金
額
）
を
交
付

５
．
大
学
事
業
に
対
す
る
協
力

６
．
そ
の
他

6
月
24
日
㈮
・
6
月
25
日
㈯
に
開
催

さ
れ
た
第
46
回
大
学
祭
に
協
賛

《
平
成
29
年
度
代
議
員
会
の
議
案
》

　

平
成
29
年
度
（
第
14
回
）
代
議
員
会
は
、
8
月
26
日
㈯
午
後
3
時
30
分
か
ら

「
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
議
案
は
、
総
務
・
事
業･

組
織
強
化
委
員
会
お
よ
び
常
任
幹
事
会
の
承
認
を
得
て
提
案
す
る
も
の
で
す
。

平
成
28
年
度
事
業
報
告（
要
約
）   

（
Ｈ
28
年
６
月
１
日
〜
Ｈ
29
年
５
月
31
日
）

平成 28 年度（28 年 6月〜 29 年 5月）収支決算報告書
2．特別会計	 （1）予納会費会計
項 　 　 　 目 28年度予算額 実 績 額 増 減 額 摘 要

収　
　
　
　
　
　
　
　

入

H24年度生 15,960,000
H25年度生 16,340,000
H26年度生 11,940,000
H27年度生 10,820,000

前年度繰越金 65,760,000 65,760,000 0 H28年度生 10,700,000
新 入 学 生 分 14,000,000 11,820,000 ▲ 2,180,000 H29年度生 11,820,000
編 入 学 生 分 260,000 260,000 H28年度生 260,000

0
0
0

合 計 79,760,000 77,840,000 ▲ 1,920,000

支　
　
　
　
　

出

一般会計に繰入れ 15,960,000 15,960,000 0 H24年度生
H25年度生 16,340,000
H26年度生 11,940,000
H27年度生 10,820,000
H28年度生 10,960,000

次年度繰越金 63,800,000 61,880,000 ▲ 1,920,000 H29年度生 11,820,000
合 計 79,760,000 77,840,000 ▲ 1,920,000 61,880,000

	 （2）積立・基金会計

項 目 28年度予算額 実 績 額 増 減 額
摘　　　　要　（千円）
積 立 金 基 金

収
入
前年度繰越金 85,000,000 85,000,000 0 43,500 41,500 

合 計 85,000,000 85,000,000 0 43,500 41,500 
支
出
一般会計より繰入れ 0 3,000,000 3,000,000 3,000 
次年度繰越金 85,000,000 82,000,000 ▲ 3,000,000 40,500 41,500 
合 計 85,000,000 85,000,000 0 43,500 41,500 

3．財産目録	 平成29年5月31日現在

種 別 金 額 摘 要 備　　　　　　　　　　　　考
現 金 0 一 般 会 計 繰 越 金 10,566,189 
銀 行 普 通 預 金 22,900,446 予納会費会計繰越金 61,880,000 
郵 便 貯 金 42,006 積立・基金会計繰越金 82,000,000 
郵 便 振 替 1,503,737 
定 期 預 金 50,000,000 
公 債（ 地方債） 80,000,000 

合 計 154,446,189 合 　　　　　　計 154,446,189 

1．一般会計	 単位：円

項 目 28年度予算額 実 績 額 対 比 額 対 比 率

 

収 

入 

の 

部

会 費 収 入 18,960,000 19,020,000 60,000 100.32%

受 取 利 息 180,000 182,644 2,644 101.47%

雑 収 入 30,000 30,000 0 100.00%

繰 越 金 10,102,589 10,102,589 0 100.00%

合 計 29,272,589 29,335,233 62,644 100.21%

支　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

部

総　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

務

総 会 費 150,000 141,000 ▲ 9,000 94.00%

代 議 員 会 費 1,650,000 1,638,565 ▲ 11,435 99.31%

支部長会議費 300,000 350,000 50,000 0.00%

会 議 費 800,000 472,573 ▲ 327,427 59.07%

事　

務　

局　

運　

営　

費

人 件 費 2,000,000 1,763,490 ▲ 236,510 88.17%

印 刷 費 500,000 397,084 ▲ 102,916 79.42%

消 耗 品 費 400,000 240,858 ▲ 159,142 60.21%

備 品 費 0 0 0.00%

通 信 費 400,000 398,510 ▲ 1,490 99.63%

交 通 費 100,000 50,280 ▲ 49,720 50.28%

資 料 費 50,000 48,444 ▲ 1,556 96.89%

システム管理費 50,000 32,400 ▲ 17,600 64.80%

雑 費 200,000 123,193 ▲ 76,807 61.60%

　 小 　 　 計 3,700,000 3,054,259 ▲ 645,741 82.55%

計 6,600,000 5,656,397 ▲ 943,603 85.70%

事　
　
　
　

業

会 報 発 行 費 3,200,000 3,197,343 ▲ 2,657 99.92%

会 員 関 係 費 2,500,000 2,093,030 ▲ 406,970 83.72%

新会員歓迎費 300,000 200,000 ▲ 100,000 66.67%

学生活動後援費 1,200,000 570,280 ▲ 629,720 47.52%

計 7,200,000 6,060,653 ▲ 1,139,347 84.18%

組
織
強
化

支部等振興費 2,280,000 2,070,000 ▲ 210,000 90.79%

大学事業協力費 0 0 100.00%

組 織 強 化 費 2,500,000 1,981,994 ▲ 518,006 79.28%

計 4,780,000 4,051,994 ▲ 728,006 84.77%

積 立 ・ 基 金 0 0 0 0.00%

寄 付 金 3,000,000 3,000,000 0 0.00%

　 合 　 　 計 21,580,000 18,769,044 ▲ 2,810,956 86.97%

次 年 度 繰 越 金 7,692,589 10,566,189 2,873,600 137.36%
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１
．
運
営
方
針

　

札
幌
学
院
大
学
文
泉
会
は
、｢

会
員
相

互
の
親
睦
を
図
り｣

｢

母
校
の
発
展
に

寄
与
す
る｣

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

運
営
方
針
と
し
て

①
母
校
の
発
展
と
充
実
に
寄
与
す
る

た
め
の
支
援
を
す
る
。

②
将
来
を
展
望
し
た
財
政
計
画
を
推

進
す
る
。

③
支
部
組
織
の
あ
り
方
を
検
討
し
活

性
化
を
図
る
。

④
広
報
活
動
等
の
効
率
化
と
あ
り
方

を
提
起
す
る
。

⑤
学
生
の
課
外
活
動
へ
の
援
助
を
支

援
す
る
。

⑥
会
員
の
福
利
厚
生
を
支
援
す
る
。

２
．
実
施
計
画

Ⅰ
．
総
務
関
係

⑴
諸
会
議
の
開
催

　

◦
会
長
・
副
会
長
会
議

　

◦
常
任
幹
事
会

　

◦
会
計
監
査

　

◦
代
議
員
会

　

◦
定
期
総
会

　

◦
役
員
候
補
者
選
考
委
員
会

　

◦
組
織
強
化
委
員
会

　

◦
総
務
委
員
会

　

◦
事
業
委
員
会

⑵
財
政
基
盤
の
確
立
並
び
に
効
率
の
良

い
予
算
の
編
成
を
す
る
。

Ⅱ
．
事
業
関
係

⑴
文
泉
会
報《
第
90
号
》6
月
20
日
発
行

⑵
２
０
１
７
文
泉
会
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
す
る
。

　

・
平
成
29
年
8
月
26
日
㈯
予
定
。

⑶
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
す
る
。

　

・
平
成
29
年
9
月
9
日
㈯
予
定
。

⑷
学
生
の
課
外
活
動
へ
の
援
助

⑸
会
員
に
対
す
る
福
利
厚
生

　

会
員
が
講
義
を
聴
講
す
る
場
合
、
聴

講
料
の
援
助
を
行
い
た
い
。

⑹
「
母
校
訪
問
ツ
ア
ー
」
を
奨
励

⑺
大
学
・
学
生
に
対
す
る
援
助

⑻
支
部
会
報
発
行
に
伴
う
援
助
金
を
交

付
し
、
支
部
の
広
報
活
動
を
支
援
し

た
い
。

⑼
会
員
が
全
国
大
会
に
「
札
幌
学
院

大
学
文
泉
会
」
名
で
出
場
す
る
場
合
、

援
助
し
た
い
。

⑽
そ
の
他
の
事
業
に
対
す
る
協
力
・
交

流
・
援
助
を
行
い
た
い
。

Ⅲ
．
組
織
強
化
関
係

⑴
支
部
と
本
部
の
情
報
交
換
に
よ
る
活

性
化
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

⑵
平
成
7
年
度
よ
り
支
部
設
置
等
規

程
第
11
条
第
2
項
に
よ
る
援
助
基
準

に
よ
っ
て
支
部
に
援
助
し
て
い
る
が
、

収
支
に
合
う
よ
う
見
直
し
て
い
き
た

い
。

⑶
6
月
24
日
㈯
に
開
催
さ
れ
る
第
47
回

大
学
祭
に
協
賛
す
る
。

平
成
29
年
度
事
業
計
画（
案
）  

（
Ｈ
29
年
６
月
１
日
〜
Ｈ
30
年
５
月
31
日
）

平成 29 年度（29 年 6月〜 30 年 5月）収支予算書（案）
2．特別会計	 （1）予納会費会計

項 　 　 　 目 29年度予算額
（29年6月～30年5月）

28年度予算額
（28年6月～29年5月） 増 減 額 摘 要

収　
　
　
　
　
　
　
　

入

H25年度生 16,340,000

H26年度生 11,940,000

H27年度生 10,820,000

前年度繰越金 63,800,000 65,760,000 ▲ 1,960,000 H28年度生 10,700,000

新 入 学 生 分 14,000,000 14,000,000 0 H29年度生 11,820,000

0

0

0

編 入 学 生 分 0

合 計 77,800,000 79,760,000 ▲ 1,960,000

支　
　
　
　
　

出

一般会計に繰入れ 16,340,000 15,960,000 380,000 H25年度生

0 H26年度生 11,940,000

0 H27年度生 10,820,000

0 H28年度生 10,960,000

0 H29年度生 11,820,000

次年度繰越金 63,420,000 63,800,000 ▲ 380,000 H30年度生 14,000,000

合 計 79,760,000 79,760,000 0

	 （2）積立・基金会計

項 目 29年度予算額
（29年6月～30年5月）

28年度予算額
（28年6月～29年5月） 増 減 額

摘　　　　要　（千円）

積 立 金 基 金

収　

入

前年度繰越金 82,000,000 82,000,000 40,500 41,500 

合 計 82,000,000 82,000,000 40,500 41,500 

支　

出次年度繰越金 82,000,000 82,000,000 40,500 41,500 

合 計 82,000,000 82,000,000 40,500 41,500 

1．一般会計	 単位：円

項 目 29年度予算額
（29年6月～30年5月）

28年度予算額
（28年6月～29年5月） 対 比 額 対 比 率

 

収 

入 

の 

部

会 費 収 入 16,340,000 18,960,000 ▲ 2,620,000 93.70%

受 取 利 息 180,000 180,000 0 100.00%

雑 収 入 30,000 30,000 0 100.00%

繰 越 金 10,566,189 10,102,589 463,600 104.59%

合 計 27,116,189 29,272,589 ▲ 2,156,400 92.63%

支　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

部

総　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

務

総 会 費 150,000 150,000 0 100.00%

代 議 員 会 費 1,650,000 1,650,000 0 100.00%

支部長会議費 300,000 300,000 0

会 議 費 800,000 800,000 0 100.00%

事　

務　

局　

運　

営　

費

人 件 費 2,000,000 2,000,000 0 100.00%

印 刷 費 500,000 500,000 0 100.00%

消 耗 品 費 400,000 400,000 0 100.00%

備 品 費 0 0 0 0.00%

通 信 費 400,000 400,000 0 100.00%

交 通 費 100,000 100,000 0 100.00%

資 料 費 50,000 50,000 0 100.00%

システム管理費 50,000 50,000 0 100.00%

雑 費 200,000 200,000 0 100.00%

　 小 　 　 計 3,700,000 3,700,000 0 100.00%

計 6,600,000 6,600,000 0 100.00%

事　
　
　
　

業

会 報 発 行 費 3,200,000 3,200,000 0 100.00%

会 員 関 係 費 2,500,000 2,500,000 0 100.00%

新会員歓迎費 100,000 300,000 ▲ 200,000 33.33%

学生活動後援費 1,200,000 1,200,000 0 100.00%

計 7,000,000 7,200,000 ▲ 200,000 97.22%

組
織
強
化

支部等振興費 2,280,000 2,280,000 0 100.00%

組 織 強 化 費 2,500,000 2,500,000 0 100.00%

計 4,780,000 4,780,000 0 100.00%

小 　 　 計 18,380,000 18,580,000 ▲ 200,000 98.92%

寄 付 金 3,000,000 ▲ 3,000,000 0.00%

予備費（繰越金） 8,736,189 7,692,589 1,043,600 113.57%

　 合 　 　 計 27,116,189 29,272,589 ▲ 2,156,400 92.63%
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代
議
員
会
・
定
期
総
会
終
了
後
、
会
場

を
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
に
移
し
２
０
１
６

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
会
員
約
200

名
の
出
席
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
佐
藤

会
長
の
挨
拶
後
、
来
賓
の
井
上
理
事
長

の
ご
祝
辞
と
鶴
丸
学
長
よ
り
祝
杯
の
ご

発
声
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、

本
学
の
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
札
幌

学
院
大
学
・
文
京
台
が
28
年
度
の
テ
ー

マ
「
天
翔
乱
舞
」
の
演
舞
を
元
気
よ
く

披
露
し
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

毎
年
好
評
の
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」

で
は
支
部
・
役
員
・
企
業
よ
り
沢
山
の

ご
協
賛
を
頂
き
、
特
別
賞
の
「
ギ
フ
ト

券
3
万
円
×
3
本
」「
沖
縄
2
泊
3
日
ペ

ア
旅
行
券
」「
温
泉
ホ
テ
ル
ペ
ア
宿
泊

券
」
等
、
当
選
者
が
決
定
す
る
た
び
会

場
が
大
い
に
沸
き
ま
し
た
。
札
幌
支
部

会
員
の
協
力
の
下
、
抽
選
さ
れ
た
景
品

約
100
本
の
当
選
者
に
は
お
土
産
が
手
渡

さ
れ
、
笑
顔
で
帰
路
に
着
か
れ
ま
し
た
。

　

ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
や
運

営
協
力
頂
き
ま
し
た
札
幌
支
部
の
皆
様

に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

第
13
回
代
議
員
会
が
昨
年
平
成
28
年

8
月
27
日
㈯
午
後
3
時
半
よ
り
札
幌
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

代
議
員
95
名
が
出
席
の
中
、
斎
藤
美
雄

氏
（
学
院
30
期
）
の
司
会
に
よ
り
、
議

長
に
佐
藤
真
彰
副
会
長
（
商
大
3
期
）

が
選
出
さ
れ
平
成
27
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
報
告
、
平
成
28
年
度
事
業
計

画
・
収
支
予
算
案
が
審
議
さ
れ
原
案
通

り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
期
総
会
が
引
き
続
き
行
わ
れ
、
開

催
に
あ
た
り
同
窓
生
故
人
に
対
し
黙
祷

を
捧
げ
た
後
、
佐
藤
政
隆
会
長
を
議
長

に
各
項
目
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
期
総
会
終
了
後
、
本
会
並
び
に
支

部
の
発
展
に
功
労
さ
れ
た
9
名
の
方
に

佐
藤
政
隆
会
長
よ
り
功
労
者
表
彰
の
感

謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

＊
支
部
長
会
議

　

第
22
回
支
部
長
会
議
が
平
成
28
年
8

月
26
日
㈮
午
後
2
時
か
ら
本
学
第
一

キ
ャ
ン
パ
ス
、
第
二
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
母
校
訪
問
実
施
、
出
席
し

た
31
名
の
支
部
長
が
第
一
、二
キ
ャ
ン

パ
ス
を
見
学
し
ま
し
た
。
文
泉
会
が
寄

贈
し
た
Ｓ
Ｇ
Ｕ
ホ
ー
ル
の
ど
ん
帳
、
同

じ
く
体
育
補
助
マ
シ
ー
ン
の
豪
華
さ
に

感
嘆
し
ま
し
た
。
設
備
が
整
っ
て
い
る

第
一
キ
ャ
ン
パ
ス
、
広
大
な
運
動
施
設

の
第
二
キ
ャ
ン
パ
ス
に
皆
ビ
ッ
ク
リ
！

平
成
28
年
度
文
泉
会
第
13
回
代
議
員
会

第
40
回
定
期
総
会
報
告

　

他
100
名
の
方
に
景
品
の
お
土
産
が
抽

選
で
当
た
り
ま
し
た
。
当
選
者
の
皆
様

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 

新
支
部
長
紹
介

　

平
成
28
年
度
の
支
部
総
会
に
お
い
て

新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
支
部
長
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。

◇
富
良
野
支
部
長

會
慶
一
介
氏

（
短
大
16
期
Ⅰ
商
）

㈱
ソ
ケ
イ
ズ

◇
宗
谷
支
部
長

丸
小
寿
幸
氏

（
短
大
10
期
商
商
）

オ
フ
ィ
ス
文
具
㈱

◇
八
戸
支
部
長

寺
嶋
正
春
氏

（
商
大
9
期
商
商
）

’16 
文
泉
会
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

お
楽
し
み
抽
選
会
　
特
別
賞
当
選
者

斉藤　　建様（商大 6期）小林　　透様（学院 29期）松本　友紀様（学院 26期）

☆「
Ｊ
Ｃ
Ｂ
ギ
フ
ト
券
」　

三
名

（
㈱
Ｌ
Ｅ
Ｅ
不
動
産 

提
供
）間野　和行様（商大 3期）

角　　一喜様（短大 5期）

☆「
沖
縄
２
泊
３
日
ペ
ア
旅
行
券
」

（
ド
ン
・
リ
ー
ス
＆
レ
ン
タ
ル
㈱ 

提
供
）

☆「
定
山
渓
温
泉
ホ
テ
ル
ペ
ア
宿
泊
券
」

（
ホ
テ
ル
鹿
の
湯 

花
も
み
じ 

提
供
）

各支部代表の皆様です。

おいしそうですね。

文泉会佐藤会長の挨拶
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鈴
木　

英
弘
（
商
12
―
２
商
）

　
　

北
海
道
税
理
士
協
同
組
合

　

中
村　

圭
二
（
学
21
―
商
商
）

　
　

札
幌
学
院
大
学

  

常
任
幹
事

　

横
山　

牧
子
（
短
20
―
１
英
）

　

小
松
ト
シ
子
（
短
22
―
１
英
）

　

齊
藤　

卓
雄
（
商
５
―
商
商
）

　
　

札
幌
市
新
発
寒
地
区
セ
ン
タ
ー

☆
梁
瀬　

政
美
（
商
５
―
商
商
）

　
　

簗
瀬
組

　

斉
藤　
　

建
（
商
６
―
商
商
）

　
　

㈱
斉
藤
産
業

☆
藤
井　

利
範
（
商
６
―
商
商
）

　
　

㈱
自
由
広
報
セ
ン
タ
ー

☆
佐
久
間　

剛
（
商
９
―
経
経
）

　
　

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
㈱

　

石
神　
　

敏
（
商
10
―
人
人
）

　
　

小
樽
市
教
育
委
員
会

　

堤　

美
貴
雄
（
商
10
―
商
商
）

　
　

江
別
市
役
所

☆
渡
辺　
　

優
（
商
10
―
商
商
）

　
　

札
幌
中
央
信
用
組
合

　

脇
坂　

貴
行
（
商
13
―
人
人
）

　
　

中
西
印
刷
㈱

　

山
本　
　

勝
（
学
14
―
商
商
）

　
　

札
幌
学
院
大
学

　

浅
野　

久
男
（
学
15
―
人
人
）

　
　

エ
ム
フ
ォ
ト
ワ
ー
ク
ス
㈱

☆
久
保
田
秀
樹
（
学
15
―
商
商
）

　
　

ナ
ブ
コ
シ
ス
テ
ム
㈱

☆
新
谷　
　

正
（
学
16
―
人
人
）

　
　

千
歳
市
役
所

☆
北
田　

信
貴
（
学
18
―
法
法
）

　
　

北
田
信
貴
司
法
書
士
事
務
所

　

日
影　

恒
次
（
学
18
―
法
法
）

　
　

日
影
恒
次
事
務
所

☆
石
後
岡　

智
（
学
19
―
商
商
）

　
　

三
丁
目
ガ
レ
ー
ジ

　

河
原　

敬
司
（
学
20
―
商
商
）

　
　

岩
田
地
崎
建
設
㈱

　

高
橋　

義
弘
（
学
26
―
経
経
）

　
　

㈱
ア
イ
ワ
ー
ド

　

松
本　

友
紀
（
学
26
―
商
商
）

　
　

佐
藤
商
事
㈱

　

佐
藤　

進
一
（
学
28
―
２
商
）

　
　

㈱
ド
ン
・
リ
ー
ス
＆
レ
ン
タ
ル

☆
小
林　
　

透
（
学
29
―
商
商
）

☆
板
倉　

正
明
（
学
39
―
商
商
）

　
　

㈱
ア
イ
テ
ッ
ク
サ
プ
ラ
イ

  

第
５
期
代
議
員

　

成
谷　

武
男
（
文
１
―
２
経
）

　

南
川　

昌
紀
（
文
３
―
１
経
）

　

遠
田　

芳
夫
（
短
１
―
２
商
）

　

矢
田
貝
紀
雄
（
短
２
―
１
英
）

　

舘
川　

昌
信
（
短
３
―
１
商
）

　

杵
淵　

秀
幸
（
短
４
―
１
商
）

　

増
田　
　

茂
（
短
４
―
２
商
）

☆
貞
賀　

五
郎
（
短
５
―
１
商
）

　

高
橋　
　

巧
（
短
５
―
１
商
）

　

藤
原　

幸
彦
（
短
５
―
１
商
）

　

篠
森　

保
郎
（
短
６
―
１
商
）

　

吉
田　

明
夫
（
短
７
―
１
商
）

　

新
谷　

正
芳
（
短
７
―
１
商
）

　

見
上　

寛
典
（
短
８
―
２
商
）

　

本
宮
武
良
生
（
短
９
―
１
商
）

　

廣
山　

佳
信
（
短
10
―
１
商
）

　

顧
問	

杉
本　
　

正
（
文
１
―
１
文
）

　
　

札
幌
学
院
大
学
名
誉
教
授

　

顧
問	

横
山　

末
雄
（
文
２
―
２
経
）

　
　

横
山
食
品
㈱

　

顧
問	

簗
瀬　

真
実
（
文
２
―
２
経
）

　

顧
問	

井
上　

俊
彌
（
短
２
―
１
商
）

　
　

㈱
Ｈ
Ｐ
Ｉ

　

顧
問	

池
脇　

利
昭
（
短
３
―
１
商
）

　
　

都
信
開
発
㈱

　

顧
問	

安
斎　
　

允
（
短
５
―
１
商
）

　
　

つ
ば
め
自
動
車
㈱

　

顧
問	

谷
口　

義
秋
（
短
５
―
１
商
）

　

顧
問	

東
原　

俊
郎
（
短
15
―
１
商
）

　
　

㈱
太
陽
グ
ル
ー
プ

☆
顧
問	

片
桐　

宏
理
（
短
16
―
１
商
）

☆
顧
問	

五
味
川
都
揮
男
（
商
１
―
商
商
）

　
　

㈱
五
味
川
商
店

☆
顧
問	

佐
藤
ゆ
み
子
（
商
10
―
人
人
）

　
　

北
海
道
立
市
民
活
動
促
進
セ
ン
タ
ー

　

顧
問	

作
地　

弘
美
（
学
14
―
２
商
）

　

顧
問	

木
原
キ
ヨ
子
（
学
14
―
２
商
）

　

会
長	

佐
藤　

政
隆
（
商
1
―
商
商
）

　
　

㈱
ド
ン
・
リ
ー
ス
＆
レ
ン
タ
ル

　

副
会
長	

加
勢　

清
光
（
短
16
―
１
商
）

　
　

㈱
加
勢
経
営
事
務
所

☆
副
会
長	

石
原　

正
博
（
短
17
―
２
商
）

　

副
会
長	
坂
上　

一
樹
（
商
２
―
商
商
）

　
　

㈱
Ｌ
Ｅ
Ｅ
不
動
産

　

副
会
長	

佐
藤　

真
彰
（
商
３
―
商
商
）

　
　

㈱
マ
ル
キ
ン
サ
ト
ー

☆
副
会
長	

小
西　

泰
人
（
学
18
―
法
法
）

　
　

小
西
泰
人
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

　

事
務
局
長	

渡
邊　

勝
義
（
短
24
―
２
商
）

　
　

札
幌
学
院
大
学

  

会
計
監
事

　

松
村　
　

宏
（
短
23
―
２
商
）

　
　

松
村
税
理
士
事
務
所

札幌学院大学文泉会
第15期　新役員紹介
（平成28年6月1日〜平成30年5月31日）

☆は新任

　さわやかで心地よい風を受け、北海道ならではの
恵みの季節を迎え、会員の皆様におかれましては
益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。
　この度、14 期 3年に引き続き第 15 期会長を拝命
いたしました佐藤政隆でございます。多くの諸先輩
を差し置いての会長就任には、逡巡致しましたが、
全身全霊をささげて会務に邁進する決意です。どう
ぞ、よろしくお願い致します。
　大学は、厳しい入試環境におかれています。私た
ち文泉会も、色々と応援をしたいと思います。
　全国的に目を転じますと、6年前に発生した東日
本大震災の復興の全体像がやっと見え始めましたが、
依然として遅延が気になります。又、台風・地震・
大雨・大雪等で日本各地に於いて経験した事のない
災害を被っています。道内も 1週間に 3 度台風が
上陸しました。世界に目を向けると、アメリカ大統
領に振り回され、北朝鮮に驚かされ、いつまでも心
配な事ばかりです。
　しかし、明るいニュースもありました。2月に札
幌で開催した、冬季アジア札幌大会に於いて、同窓
生 1名を含め道産子選手の大活躍で、私も力が入り
ました。
　文泉会は、母校発展に力をあわせて歩を進めて行
きたいと思います。会員の皆様のお力添えを重ねて
お願いし、就任のご挨拶と致します。

会長就任（３期目）のご挨拶
㈱ドン・リース＆レンタル　代表取締役社長

佐藤　政隆（商１–商商）
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佐
藤　
　

博（
短
10
―
１
英
）

　

田
上　

昇
旦（
短
11
―
１
商
）

　

丹
野　
　

勝（
短
11
―
１
商
）

　

上
野　

善
雄（
短
12
―
２
商
）

☆
中
村　

忠
義（
短
12
―
１
商
）

　

川
上　

和
子（
短
13
―
１
商
）

　

竹
浪　

弘
士（
短
14
―
２
商
）

　

本
巣　

道
幸（
短
14
―
２
商
）

　

宍
戸　

親
春（
短
14
―
１
商
）

　

石
田　
　

勲（
短
15
―
１
商
）

　

菊
地　

信
次（
短
15
―
１
商
）

　

日
下　

太
朗（
短
16
―
１
商
）

　

川
瀬　

シ
ズ（
短
16
―
２
商
）

　

菅
原　

敏
雄（
短
17
―
２
商
）

　

石
田　

節
子（
短
18
―
２
商
）

　

谷
口　

昭
男（
短
18
―
２
商
）

　

馬
場　

博
美（
短
19
―
２
商
）

　

後
條　

文
子（
短
19
―
１
商
）

　

西
條　

雪
夫（
短
20
―
１
商
）

　

藤
本
日
出
子（
短
20
―
２
商
）

　

永
井　

勅
己（
短
21
―
１
商
）

　

橋
本　

春
善（
短
21
―
２
商
）

　

一
宇　

好
博（
短
22
―
２
商
）

　

岩
田　

末
治（
短
23
―
２
商
）

　

渡
邊　

勝
義（
短
24
―
２
商
）

　

本
間　

岩
雄（
短
25
―
２
商
）

　

山
崎　
　

優（
短
25
―
１
商
）

　

天
谷　

敦
美（
短
26
―
２
商
）

　

工
藤　
　

清（
短
27
―
２
商
）

　

能
登　
　

進（
商
1
―
商
商
）

　

岡
田　

忠
幸（
商
1
―
商
商
）

　

平
川　

謙
一（
商
1
―
商
商
）

☆
郷
頭　
　

寛（
商
1
―
商
商
）

☆
矢
野　

一
彰（
商
2
―
商
商
）

　

惣
伊
田　

忠（
商
3
―
商
商
）

　

井
手
上　

哲（
商
4
―
商
商
）

☆
奥
山　

春
樹（
商
5
―
商
商
）

　

志
田　
　

孝（
商
6
―
商
商
）

　

立
花　

直
幸（
商
7
―
商
商
）

　

島
田　

康
任（
商
8
―
商
商
）

　

関　
　

浩
一（
商
9
―
商
経
）

　

遠
藤　

静
哉（
商
10
―
人
人
）

　

長
江
ひ
ろ
み（
商
10
―
人
人
）

　

吉
田　

純
一（
商
11
―
商
商
）

　

立
山　

俊
幸（
商
11
―
商
経
）

　

毎
原　

行
哉（
商
12
―
商
商
）

　

石
田　

康
博（
商
12
―
人
人
）

　

京
谷　

正
博（
商
12
―
人
人
）

　

近
藤　

直
文（
商
13
―
商
経
）

　

高
橋　

秀
昌（
商
13
―
商
経
）

　

浅
野　

輝
雄（
商
13
―
２
商
）

　

藤
原　

将
博（
学
14
―
商
商
）

　

玉
木　

克
典（
学
15
―
商
経
）

　

畑
瀬　

信
子（
学
16
―
２
商
）

☆
広
嶋　
　

進（
学
16
―
商
商
）

　

布
施　
　

泰（
学
16
―
２
商
）

　

足
利　

聖
子（
学
16
―
人
人
）

　

田
上　

隆
司（
学
16
―
商
商
）

　

樋
田　

康
宏（
学
17
―
法
法
）

　

鬼
木　

英
策（
学
17
―
商
経
）

　

三
海　

信
悟（
学
17
―
商
経
）

　

上
島　

裕
美（
学
17
―
人
人
）

　

工
藤　

直
人（
学
17
―
商
経
）

　

米
川　

信
二（
学
18
―
商
商
）

　

今
野
由
佳
里（
学
18
―
人
人
）

　

安
藤　

克
敏（
学
18
―
２
商
）

☆
阿
部　

祥
一（
学
18
―
２
商
）

　

関
川　

博
司（
学
18
―
人
英
）

　

高
橋　
　

寛（
学
19
―
商
商
）

　

奥
田　

雅
人（
学
19
―
商
経
）

　

北
川　
　

恵（
学
19
―
商
商
）

　

川
村　

朱
美（
学
19
―
法
法
）

　

加
藤　

祐
司（
学
20
―
商
経
）

　

砂
山　

哲
哉（
学
20
―
商
経
）

　

吉
井　

数
之（
学
20
―
商
商
）

　

和
田　

幸
治（
学
20
―
２
商
）

　

徳
武
源
一
郎（
学
20
―
法
法
）

　

佐
藤　

博
昭（
学
20
―
商
商
）

　

中
川　

道
雄（
学
21
―
人
人
）

　

佐
藤　

輝
道（
学
21
―
商
経
）

　

平
井　

英
則（
学
21
―
商
経
）

　

木
村　

康
明（
学
21
―
人
人
）

　

上
村　

已
未（
学
22
―
商
経
）

　

奥
寺　
　

薫（
学
22
―
商
経
）

　

小
杉　

眞
司（
学
22
―
商
経
）

　

関　

由
佳
里（
学
22
―
人
英
）

　

田
村　

大
造（
学
22
―
人
人
）

☆
大
山　

益
巳（
学
23
―
２
商
）

　

長
谷
川
友
則（
学
23
―
人
英
）

　

近
藤　

玲
司（
学
23
―
人
英
）

☆
片
桐　

清
隆（
学
23
―
商
商
）

☆
粟
津　

忠
彦（
学
24
―
法
法
）

　

高
橋　

美
穂（
学
24
―
人
英
）

　

鹿
内　

万
敬（
学
24
―
社
社
）

　

藤
井　

明
紀（
学
25
―
商
商
）

　

小
泉　

正
雄（
学
25
―
社
社
）

　

松
本　

涼
子（
学
25
―
人
人
）

　

廣
田　

寿
美（
学
26
―
人
人
）

☆
有
田　

英
樹（
学
26
―
社
社
）

　

川
部　

理
恵（
学
27
―
人
人
）

☆
東　
　
　

徹（
学
27
―
法
法
）

　

長
谷
川
明
宏（
学
27
―
社
社
）

　

市
川　

善
明（
学
27
―
商
商
）

　

津
田　

陽
英（
学
28
―
経
経
）

　

井
浦　

良
信（
学
29
―
経
経
）

　

高
田　

祐
子（
学
29
―
商
商
）

　

斎
藤　

美
雄（
学
30
―
人
人
）

　

川
山　

幸
平（
学
30
―
経
経
）

　

吉
田　

大
佑（
学
30
―
経
経
）

　

高
橋　

英
行（
学
31
―
人
人
）

　

梅
田　

拓
弥（
学
31
―
商
商
）

　

高
橋　

賢
匡（
学
31
―
商
商
）

　

大
坂　
　

卓（
学
31
―
人
英
）

　

安
藤　

大
樹（
学
32
―
法
法
）

　

谷
本　

幸
治（
学
32
―
社
社
）

　

一
戸　

貴
行（
学
33
―
商
商
）

　

和
田　
　

瞳（
学
33
―
社
社
）

　

田
中　

康
裕（
学
34
―
社
社
）

　

後
藤
久
美
代（
学
34
―
人
臨
）

　

遠
藤　

愛
子（
学
35
―
人
臨
）

　

岸
田　

春
樹（
学
35
―
人
人
）

　

川
畑　

浩
二（
学
36
―
法
法
）

　

中
條　

浩
志（
学
37
―
経
経
）

　

水
野　

珠
希（
学
38
―
人
人
）

　

中
野　

貴
仁（
学
39
―
社
社
）

　

関
戸　

静
香（
学
39
―
社
社
）

　

今
野　

亮
介（
学
40
―
経
経
）

　

松
原
め
ぐ
み（
学
40
―
商
商
）

　

江
田　
　

誠（
学
41
―
人
英
）

　

高
橋　

英
雄（
学
41
―
法
法
）

　

奥
村　

隼
右（
学
42
―
経
経
）

☆
小
野　

雅
登（
学
43
―
経
経
）

☆
松
尾　

啓
汰（
学
44
―
社
社
）

☆
谷
藤　

亮
太（
学
44
―
経
経
）

☆
武
井　
　

陸（
学
45
―
経
経
）

☆
平　

沙
菜
恵（
学
45
―
人
臨
）

◇（
故
）田
村　

譲
氏（
短
大
５
期
Ⅱ
商
）

　

中
部
支
部
創
設
に
貢
献
し
、
25

年
間
支
部
長
と
し
て
支
部
発
展
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

◇
松
田　

克
保
氏
（
短
大
４
期
Ⅰ
英
）

北
見
支
部
長
と
し

て
平
成
11
年
か
ら

８
年
間
、
会
員
の

親
睦
と
支
部
の
充

実
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

◇
鈴
木　

匡
行
氏
（
短
大
６
期
Ⅰ
商
）

北
見
支
部
創
設
か

ら
20
年
間
、
支
部

長
と
し
て
会
員
の

交
流
と
支
部
の
発

展
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

◇
小
田
桐
修
一
氏
（
短
大
９
期
Ⅰ
商
）

上
川
北
支
部
長
と

し
て
平
成
16
年
か

ら
5
年
間
、
会
員

の
交
流
と
支
部
の

充
実
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

◇
谷
口　

紀
教
氏
（
短
大
７
期
Ⅰ
商
）

宗
谷
支
部
長
と
し

て
平
成
8
年
か
ら

20
年
間
、
会
員
の

親
睦
と
支
部
の
発

展
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

◇
横
田　

國
雄
氏
（
短
大
７
期
Ⅰ
商
）

岩
見
沢
支
部
創
設

か
ら
20
年
間
、
役

員
を
歴
任
し
、
会

員
の
交
流
と
支
部

の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

◇
片
桐　

宏
理
氏
（
短
大
16
期
Ⅰ
商
）

本
部
副
会
長
と
し

て
平
成
22
年
か
ら

6
年
間
に
わ
た
り
、

重
責
を
担
い
、
本

会
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

◇
五
味
川
都
揮
男
氏（
商
大
１
期
商
商
）

本
部
副
会
長
と
し

て
平
成
22
年
か
ら

6
年
間
に
わ
た
り
、

重
責
を
担
い
、
本

会
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

◇
佐
藤
ゆ
み
子
氏
（
商
大
10
期
人
人
）

本
部
副
会
長
と
し

て
平
成
19
年
か
ら

9
年
間
に
わ
た
り
、

重
責
を
担
い
、
本

会
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

功
労
者
表
彰

　

本
会
発
展
に
功
労
の
あ
っ
た
９
名
の
方
々
に
佐
藤
政
隆
会
長

よ
り
感
謝
状
並
び
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
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平
成
29
年
3
月
18
日
㈯
、
新
札
幌
ホ

テ
ル
エ
ミ
シ
ア
札
幌
に
お
い
て
平
成
28
年

度
卒
業
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
や
教
職
員
が
多
数
参
列
す
る
中
、

佐
藤
政
隆
文
泉
会
会
長
の
新
会
員
歓
迎

（
激
励
）
の
乾
杯
に
始
ま
り
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
札
幌
学
院
大
学
文

京
台
の
迫
力
の
演
舞
で
卒
業
生
の
前
途

を
祝
福
し
、
学
生
生
活
最
後
を
華
や
か

に
飾
り
ま
し
た
。

　

札
幌
学
院
大
学
文
泉
会
加
勢
清
光
副

会
長
の
万
歳
三
唱
で
散
会
し
ま
し
た
。

＊
新
会
員
歓
迎
挨
拶

　
　
　
　
　

文
泉
会
会
長　

佐
藤
政
隆

　

札
幌
学
院
大
学
を
ご
卒
業
さ
れ
た

皆
さ
ん
、心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
、こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
こ
ら
れ
た

ご
両
親
に
、心
よ
り
お
祝
い
と
お
喜
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
を
ご
卒
業
と
同
時
に
札
幌
学

院
大
学
文
泉
会
の
新
会
員
と
し
て
お
迎

え
出
来
る
こ
と
を
、文
泉
会
を
代
表
し
て

歓
迎
申
し
上
げ
ま
す
。文
泉
会
は
会
員

総
数
４
９
，３
０
０
余
名
を
擁
し
、支
部
に

つ
き
ま
し
て
も
全
国
に
36
支
部
が
設
置
さ

れ
て
お
り
ま
す
。支
部
で
は
毎
年
支
部
総

会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
卒
業
さ
れ
て
か
ら
も
大
学

と
疎
遠
に
な
ら
ず
支
部
活
動
、同
窓
会
活

動
に
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
願
って
お
り
ま
す
。

　

大
学
生
活
を
終
え
ら
れ
、社
会
の
第
一

線
で
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
に
大
き
な
不
安

を
持
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

苦
し
い
時
に
は
札
幌
学
院
大
学
の
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
生
活
を
思
い
起
こ
し
、同
期
生

同
士
あ
る
い
は
先
輩
と
の
交
流
の
輪
を
深

め
、頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
と
し
の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
及
び
総

会
は
8
月
26
日
㈯
開
催
し
ま
す
の
で
、ご

出
席
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念

申
し
上
げ
歓
迎
の
辞
と
致
し
ま
す
。

第
33
回

　
　
　
文
泉
会

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

　

第
33
回
文
泉
会
ゴ
ル
フ
大
会
が
平
成

28
年
９
月
10
日
㈯
札
幌
リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
ゴ

ル
フ
倶
楽
部
（
旧
コ
ー
ス
）
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

朝
方
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
開
催

も
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
8
時
38
分
の
ス

タ
ー
ト
と
同
時
に
雨
も
止
み
、
終
了
ま
で

絶
好
の
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
で
競
う
事
が
出
来
ま

し
た
。

　

第
33
回
目
の
優
勝
者
は
商
大
２
期
の

坂
上
一
樹
さ
ん
、
準
優
勝
は
学
院
20
期
の

河
原
敬
司
さ
ん
、
３
位
は
商
大
12
期
の

長
井
伸
正
さ
ん
で
し
た
。

　

競
技
終
了
後
、
表
彰
式
に
移
り
佐
藤

真
彰
副
会
長
よ
り
優
勝
カ
ッ
プ
及
び
賞

品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
人
数
も
会
員
皆
様
の
努
力
に
よ

り
24
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
も
是
非
、
友
人
・
家
族
お
誘
い

の
上
、
多
数
の
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

祝 

平
成
28
年
度
卒
業
祝
賀
会

♦ 2016年秋の褒章・叙勲
◇瑞宝小綬章

道添　勝美氏（短大10期Ⅰ商）
元公立高校長

滝川市

◇旭日単光章

道藤　秋夫氏（短大13期Ⅰ商）
元上砂川町代表監査委員

上砂川町

♦ 2017 年春の褒章・叙勲
◇瑞宝双光章

・防衛功労

渋谷　　稔氏（短大25期Ⅱ商）
元3等陸尉
旭川市

受章をご披露し、会員と共に
お喜び申し上げます。

第34回文泉会親睦ゴルフ大会のご案内
下記の通り開催いたします。参加ご希望の方は8月31日（水）までに文泉会事務局へ

電話またはFAXにてお申し込み下さい。

日　　時：平成29年9月9日（土）スタート8時31分　受付時間　午前7時30分〜午前8時
場　　所：札幌リージェントゴルフ倶楽部（旧コース）〔旧廣濟堂札幌カントリー倶楽部〕
　　　　　北広島市字島松641　℡ 011-377-3111
競技方法：ダブルペリア方式　　会費：3,500円　　プレー料金：11,000円（各自フロント精算）
　　　　○○○　℡：011-386-8111（内線2552）　　FAX：011-387-0977　○○○

◆
新
入
会
員
数
（
卒
業
生
総
数
）

（
平
成
29
年
3
月
31
日
現
在
）

大
学
院

・
法
学
研
究
科	

第
22
回	

８
名

・
臨
床
心
理
学
研
究
科	

第
17
回	

７
名

・
地
域
社
会
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科

	

第
14
回	

２
名

経
済
学
部

・
経
済
学
科	

第
24
回	

109
名

経
営
学
部

・
経
営
学
科	

第
６
回	

102
名

・
会
計
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
学
科

	

第
６
回	

39
名

人
文
学
部

・
人
間
科
学
科	

第
38
回	

107
名

・
英
語
英
米
文
学
科	
第
38
回	

43
名

・
臨
床
心
理
学
科	
第
14
回	

77
名

・
こ
ど
も
発
達
学
科	

第
９
回	

54
名

法
学
部

・
法
律
学
科	

第
31
回	
100
名

社
会
情
報
学
部

・
社
会
情
報
学
科	

第
24
回	

32
名

　
　
　
　
　

総　

計　

	

680
名

優勝の坂上一樹様（右）

舞台で佐藤会長挨拶
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①2016・7・15㈮
②8名
③菅原常任理事、五味川副会長
④パークゴルフ大会・ボウリング大
会・新年会・空知地区支部交流会
⑤懇親会では、互いの親交を深め
た。若い会員の参加促進を図る。

①2016・8・27㈯
②20名
③坂上副会長・五味川副会長
④観楓会・パークゴルフ・ボウリング
大会・十日会
⑤親睦行事の開催・本部主催事業
への協力

①2016・6・17㈮
②9名
③渡邊事務局長
④パークゴルフ大会または新年会
空知地区支部交流会
⑤懇親会では話題も多く、盛会で
した。

①2016・7・30㈯
②9名
③佐藤会長
④支部会員名簿の作成
⑤和やかな雰囲気の中、参加者は
有意義な時間を過ごしました。

岩 見 沢 支 部 総 会

札 幌 支 部 総 会

砂 川 支 部 総 会

旭 川 支 部 総 会

室 蘭 支 部 総 会

江 別 支 部 総 会

①開催日　　②出席者数　　③来賓　　④特徴のある行事　　⑤ひと言

①2016・6・11㈯
②23名
③臼杵常任理事、五味川副会長
④大人の修学旅行、パークゴルフ大会、
母校訪問、例月開催四水会
⑤今後も会員やその家族に喜んで
もらえるよう努めます。

①2016・6・24㈮　②10名
③佐藤会長
④社会貢献事業・親睦事業の実施、
空知地区支部交流会
⑤70周年記念として支部活動参加
助成を検討。参加者が増えるこ
とを望みます。

滝 川 支 部 総 会

①2016・9・10㈯
②12名
③山本常任幹事
④室蘭支部ブログの発信・情報共有
⑤支部会員間の関わりが深く、新
会員の確保が課題。

①2016・8・4㈭
②13名
③渡邊事務局長
④本部開催の事業への参画
⑤年齢構成が良く、活気あり。

千 歳 支 部 総 会

①2016・6・3㈮
②13名
③佐藤会長
④ボランティア活動・新年会
	 会報（文泉そうや）発行
⑤新たな参加者が増えるように努力
していく。丸小新支部長就任！

宗 谷 支 部 総 会

北 見 支 部 総 会

①2016・11・12㈯
②12名
③石原副会長
④近隣支部（帯広・釧路）との交
流、懇親会

平成28年度 支部ニュース
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①2016・11・4㈮　②17名
③佐藤会長
④ミニミニ講演会
⑤大学賛歌で開会。ミニミニ講
演会「南極地域探検隊に参加し
て」と題し保健所の高橋さんの
講演を拝聴しました。

①2016・11・11㈮
②9名
③佐藤会長
④観桜会、秋の懇親イベント
⑤卒業アルバムを見ながら学生時
代の思い出話に花が咲きました。

①2016・10・29㈯
②12名
③佐藤会長
④関東三支部お花見、ボウリング
大会、秋の催し物
⑤少人数でしたが、初参加の方を
含め、家族的な雰囲気でした。

①2016・11・6㈰
②13名
③石原副会長・渡邊事務局長
④本部主催の親睦ゴルフ大会参加
⑤近況報告等で終始和やかに歓談
が行われ、会員相互の親睦を図
ることができました。

中 標 津 支 部 総 会

函 館 支 部 総 会

神 奈 川 支 部 総 会

石 狩 支 部 総 会

東 京 支 部 総 会伊 達 支 部 総 会

留 萌 支 部 総 会

①開催日　　②出席者数　　③来賓　　④特徴のある行事　　⑤ひと言

①2016・10・22㈯
②11名
③渡邊事務局長
④支部会員名簿作成、親睦会の実施
⑤本部主催のゴルフ大会や母校訪
問に参加したい。

①2016・11・12㈯　②32名
③佐藤会長
④ミニ講演会、会報「文泉東京」発行、カ
ラオケ同好会、関東三支部合同事業
⑤文専、短大、商大、学院に関わる会
員参加があり、「札幌学院大学70
周年の歴史」を全員で観賞した。

①2016・11・8㈫
②11名
③佐藤副会長
④会員名簿の作成、整備
⑤女性会員の参加をお待ちしてい
ます。

①2016・10・29㈯
②9名
④忘年会、新年会、納涼会、SNS
を活用した情報発信
⑤女性会員の参加促進（会費補助）
や静岡・岐阜分会の組織強化し
たい。

中 部 支 部 総 会

①2016・10・8㈯
②11名
③佐藤会長
④親睦会の実施、大学主催の事業
に関する協力
⑤和気あいあいの中、親睦を深め
ました。

網 走 支 部 総 会
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①開催日　　②出席者数　　③来賓　　④特徴のある行事　　⑤ひと言

①2016・11・12㈯
②10名
③渡邊事務局長
④同窓生の絆を深めたく、イベン
トに参加する会員を増やす
⑤秋田県から2名、新会員2名合計4
名の女性会員の参加がありました。

①2016・11・26㈯
②17名
③佐藤会長
④近隣支部（帯広・北見）との交流
⑤「札幌学院大学70周年の歴史」
を観賞。近隣支部との連絡を密
に図ることとした。

①2017・3・23㈭　②11名
③渡邊事務局長
④母校訪問の実施
⑤支部総会出席者数の増大を図る。
	 小田桐元支部長功労者表彰報告。

宮 城 支 部 総 会

釧 路 支 部 総 会

上 川 北 支 部 総 会

札幌市役所支部総会

埼 玉 支 部 総 会

紋 別 支 部 総 会

①2016・11・18㈮
②15名
③渡邊事務局長
④若手・中堅職員による交流会
⑤会員同士が職域を越えた意見交
換を行い、縦割り解消や連携の
構築に役立てることができました。

①2017・1・22㈰
②35名
③菅原常任理事、佐藤会長
④忘年会、関東三支部合同事業
⑤第33回定期総会を33名の参加会
員によって盛大に行われました。

①2017・3・25㈯
②9名
③佐藤会長
④親睦ボウリング大会の実施
⑤若い会員の参加が増えてきました。

①2016・11・25㈮
②8名
③佐藤会長
④忘年会
⑤支部の組織体制の強化。寺嶋新
支部長就任！

①2017・2・10㈮　②25名
③佐藤会長、渡邊事務局長
④ゴルフコンペ、チャリティソフ
トボール大会参加
⑤活発な同窓会活動から創造された
情報、文化、歴史を大学や現学生
の就職活動に提供し、社会との架
け橋になることが肝要。

①2017・4・29㈯
②12名
③佐藤会長
⑤支部設立（平成27年）から3回
目の総会。楽しく親睦を深めま
した。

八 戸 支 部 総 会

十 勝 帯 広 支 部 総 会

関 西 支 部 総 会

定期総会後、功労者表彰を代理受領する
馬場支部長（札幌グランドホテルにて）
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①開催日　　②出席者数　　③来賓　　④特徴のある行事　　⑤ひと言

①2017・5・16㈫
②10名
③佐藤会長
⑤転勤や観光で富良野地区にお越
しの際は地元の情報をお知らせ
しますのでご連絡ください。

①2017・5・26㈮
②7名
③渡邊事務局長
④空知地区支部交流会、野遊会、
アメフト部除雪ボランティア激励、
母校訪問

富 良 野 支 部 総 会 夕 張 支 部 総 会

深 川 支 部 総 会

①2017・ 5・27㈯
②8名
③佐藤会長
④空知地区支部交流会、カーリング
部の合宿激励

①2017・5・19㈮
②12名
③渡邊事務局長
④パークゴルフ大会、新年会
⑤年齢構成が良く結束力が強い。

日 高 支 部 総 会

人
文
学
部  

第
一
期
会

　

Ｈ
28
年
7
月
9
日
㈯

・
出
席
者
数
24
名

・
懇
談
会
・
懇
親
会
で
は
母
校

の
厳
し
い
状
況
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
し
ま
し
た
。

短
大
11
期  

十
一
の
会

　

Ｈ
28
年
10
月
2
日
㈰・3
日
㈮

・
出
席
者
数
8
名

・
今
年
で
41
回
目
の
開
催
。

	

来
年
も
元
気
に
再
会
す
る
こ

と
を
約
束
し
ま
し
た
。

短
大
20
期  

同
期
会

　

Ｈ
28
年
9
月
9
日
㈮

・
出
席
者
数
20
名

・
45
年
前
の
在
学
時
代
に
戻

り
、
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

短
大
５
期  

五
樹
会

　

Ｈ
28
年
10
月
27
日
㈭

・
出
席
者
数
11
名

・
参
加
者
が
減
少
。
今
回
を

も
っ
て
五
樹
会
の
開
催
は
終

了
と
し
た
い
。

　

平
成
28
年
度
に
開
催
さ
れ
た
同
期
会
・
ゼ
ミ
会
を
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。
同
期
会
・
ゼ
ミ
会

関東三支部交流懇親会札幌市役所支部若手交流会

2017・3・18㈯ 中野サンプラザに
て開催。東京支部、埼玉支部、神
奈川支部の3支部で構成されてい
る。ミニ講演会「オリンピック・
パラリンピックを8Kテレビで楽し
もう」と題し、講師の惣伊田忠様
より詳しい解説がありました。

2016・7・15㈮　開催
平成18年から28年卒業の若い職
員が各区役所、まちづくり政策局、
建設局、消防局から参加。職場を
越えた意見交換を行い、交流を深
めました。



支部長会議・代議員会・定期総会
サマーフェスティバルのご案内

≪2017文泉会≫

日　時 ： 8月25日（金）

日　時 ： 8月26日（土）
平成29年度（第14回）代議員会　15時30分～16時30分

会　場 ： 札幌グランドホテル　本館2F　金枝の間
 役員・代議員・支部長の皆様ご出席下さい。

同窓生の親睦を深めるため、新会員歓迎会を兼ねて懇親パーティを行います。
卒業生の皆様、ご家族・友人・知人をお誘い合わせのご来場お待ちしております。

会　場 ： 札幌グランドホテル　別館2F　グランドホール
 札幌市中央区北1条西4丁目　℡ 011－261－3311
会　費 ： 3,500円（会券をお買い求め下さい）
 6月会報同封の「払込取扱票」にて参加人数分の金額を郵便局でお振込み
 下さい。事務局より「会券」を郵送いたします。　＊7月28日㈮締切
 当日券もご用意しております。

平成29年度（第41回）定期総会　16時30分～17時00分
会　場 ： 札幌グランドホテル　本館2F　金枝の間
 卒業生の皆様、サマーフェスティバルの前にご出席下さい。

平成29年度（第23回）支部長会議　14時00分～17時00分
会　場 ： 札幌学院大学（創立70周年記念式典・母校訪問）　ホテル鹿の湯（一泊二日）
 役員（会長・副会長）・支部長の皆様ご出席下さい。

サマーフェスティバルサマーフェスティバル2017文泉会 17時～19時サマーフェスティバル 

お楽しみ抽選会他、楽しいアトラクションを企画しております。

お申し込み・お問い合わせ  札幌学院大学文泉会事務局（平日13：00～17：00） TEL 011-386-8111  FAX 011-387-0977お申し込み・お問い合わせ  札幌学院大学文泉会事務局（平日13：00～17：00） TEL 011-386-8111  FAX 011-387-0977

平成29年度　札幌支部総会のご案内
下記の通り開催致しますので札幌支部の皆様ご出席下さい。
日　時 ： 平成29年8月26日（土）　14時30分～15時00分
会　場 ： 札幌グランドホテル　別館4F　はまなす   　　　

　　 札幌市中央区北1条西4丁目　℡011-261-3311


